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　皆さん、こんにちは。本日はガバナー公式訪
問で、4名の方をゲストにお迎えしております。佐
藤正道ガバナー、喜多方RCであります。同じく喜多方RCの鈴
木朝男地区副幹事、郡山RCより初瀬照夫中央分区ガバナー
補佐、同じく郡山RCより幕田宙晃中央分区幹事。4名様をお迎
えしまして、9時半より会長幹事会、10時半よりクラブ協議会を行
いました。大変貴重なご意見の交換、そして我々の意見・地区
からの意見の素晴らしい意見交換もできたと思っております。
　コロナは東京で3万人出ております。そして郡山も大変な数が
出ております。コロナの数というのは病院からの報告が保健所に
上がらないと数に上がってきません。3万人の数と言ってますけ
ど、実はその何倍、下手すると10何倍の人間がそうやって病院
に行けなくて待っている状態が続いているのかなと心配しました。
是非会員の皆様の知り合いが東京にいるという方は、事前にこう
いう状況だから早く手を打って準備するようにと念押しされればい
いかなと思っております。

会長挨拶 佐藤尚宏 会長

　郡山市長品川萬里様より「この度は郡山市
すこやか子育て基金へご寄付を頂き、誠にあり
がとうございました」と、前福島会長へお礼状が届いております。
先週土曜日、会津若松RC70周年に会長・石黒パストガバナー
と私と3人で行って参りまして、その御礼も来ております。今日ガ
バナー公式訪問ということで、最後に全員で記念写真を撮ります
ので、皆さんご協力の程宜しくお願いします。

幹事報告 橋本　勝 幹事

◎佐藤ガバナー、鈴木地区副幹事をお迎えして。
 佐藤尚宏君
◎第 4 回例会はガバナー公式訪問です。宜しくお願いします。
　また、佐藤ガバナー、鈴木副幹事、宜しくお願いします。
 橋本　勝君
◎佐藤ガバナー、鈴木副幹事、ようこそ郡山 RC へ。
 石黒秀司君
◎ガバナーをお迎えして。記念に財団へ 1,000 ドル寄付させて
頂きました。 初瀬照夫君

◎佐藤ガバナー、鈴木地区副幹事をお迎えして。
 幕田宙晃君
◎佐藤正道ガバナーとガバナー補佐の初瀬「大先生」をお迎
えして。 湯浅大郎君

◎佐藤正道ガバナー、就任おめでとう。体調に気を付けて頑張っ
て下さい。応援しています。 福内浩明君

◎正みっちゃん、ようこそ郡山クラブへ！ くれぐれもお体にご留意
下さい。また陣屋で息抜きしましょう。 関根　信君

◎ガバナー、副幹事、ようこそ郡山クラブへ。
 菅野秀士君、中原喜範君、太田　宏君
 神山英司君、大木勝浩君、高橋孝行君
 鈴木正晃君、丸山　弘君、佐藤　聡君

ニコニコＢＯＸ委員会報告
佐藤　聡 委員長

総員／ 98名　出席／ 55名　欠席／ 43名
出席率／ 56.12％　前回修正率／ 66.67％
他クラブ出席／ 5名

出席報告 有賀隆宏 委員長

役員・理事・委員長就任挨拶

　会員歴も浅くて、なかなか出席もままならないと

七海重貴 会計理事

納涼会　アサヒビール園次 回 第６回例会
令和4年8月18日㈭

〒962‒0001  須賀川市森宿字安積田194

郡山生コン須賀川㈱
生コンクリート製造販売

代表取締役 綾　 　哲　志

☎ 0248‒75‒4111　　0248‒75‒4110
〒963‒8005  郡山市清水台 2‒5‒3

有限会社 銀座美容室
代表取締役 池　田　達　哉

☎ 932‒1171　　932‒1194

佐藤正道 ガバナー
ゲスト卓話

　昨日、品川郡山市長のところに表
敬訪問をさせて頂きました。市長か
らは「第7波で感染者が増えてる状
況ではあるが、会合において感染は殆ど出ていないという事実
がある。ですからロータリーの皆さんは是非とも会合はやって頂く
べきだ」というお話を頂きました。私も地区の中で、コロナがい
かに感染者が増えようと、やることを前提に考えようというお話も
させて頂いております。
　女性初のRI会長になられたのはジェニファー・ジョーンズさん
です。彼女は今55歳で、39歳の時にガバナーになられました。
彼女は42歳の時に癌を患います。乳がんでした。進行も早くか
なり病状も重かったそうで、ベッドの中で寝込む日も多かったそう
です。後に彼女は「人生の中で最低の時期だった」という話を

されています。そんな彼女に国際協議会の主催から「ジェニ
ファーさんの病状はお聞きしております。もし体調がよろしければ
是非ともお出掛け下さい」と電話がかかって来たそうです。そ
れを聞いて彼女は、当時失意のどんでであったが、この一本の
電話で救われた。「こんな私でも、私を必要としてくれるロータリー
がある。このロータリーの為に私はそこへ行って講演をしよう」と
いうことで、頭にはウィッグを被り、フラフラしながらではあるが飛
行機で向かい、国際協議会でスピーチをしたそうです。その思
いがあって、今回RI会長のテーマで特に「ダイバーシティ・イク
イティ・インクルージョン」ということですが、これについてのイン
クルージョンというところに非常に彼女は重きを置いています。生
かされている、自分が必要とされている、そんな環境をこのクラ
ブの中にも作って頂きたいと強く言っています。
　DEIの前身というのは何もロータリーが始めたことではござい
ません。アマゾンなどのグローバル企業が取り組んだもので、グ
ローバル企業であればこそ世界中から優秀な人材を集める必要
があります。その為に人種が駄目だ、肌の色は、男女は、宗教、
思想、そういったものが違う、そんなことで制限していったら素晴
らしい人材が集まらないということで、多様性。そして入ってきた
方々を公平に扱うことによって、そこへ囲い込まれた皆さんが生
きがいを感じるということで、公平に扱う。そして優秀な方ですか
ら、ステップアップの為にそこの会社を土台にして更に上に行っ
てしまうということにならない為に、その人達を囲い込む必要があ
るわけです。ですからあなたはこの組織に必要ですよという帰属
意識を持ってもらう為に、このインクルージョンという考え方が取り
入れられたということでして、これを欧米企業ばかりでなく日本の
企業でもこの考えを取り入れられているようです。
　あと女性会員です。2023年6月30日までに女性会員の割合
を30％にするということをRI理事会が決定しました。ジェニファー
さんは50％にするべきだとも言っています。日本人はどちらかと言
うと平等というのが好きです。身長が違うどんな人に対しても同じ
だけの踏み台です、これが平等。でもそれぞれ個性があり、身
長の大きい方、小さい方もいます。公平というのは、踏み台の必
要がない人の分を小さい人へ、それで大きい人、中間の人、小
さい人が同じ目線になる。これが公平、平等の違いです。そして
本当はもっとこんな壁も取っ払って開放的な環境を作りましょう、
これが本当は望むべき姿です。
　私達がベストを尽くせるその世界に変化をもたらす姿を想像し
ましょうということで、「イマジン」というテーマが発表になりました。
意味は繋がるということと、そしてマークの意味は7つの重点分
野の点と、私達の行動する姿を表す棒です。色にもそれぞれ意
味があり、エンジはポリオ、グリーンは環境、ベースの白は平和
の意味で、この3つの色は女性解放運動の色でもあり、女性初
のRI会長に相応しいテーマかなと思います。次に国際ロータ
リーの年次目標ですが、これは優先事項1・2・3・4と殆ど変
わっておりません。ただ4番目の「適応力を高める」ということで、
バーチャルでの繋がりの活用支援ということで、コロナによって苦
しめられて来た中で得る事ができた、オンラインツールというもの

です。そういうバーチャルの繋がりを私達の武器にして行きましょ
う。これを活用しましょうということが、年次目標の中に組み込まれ
ました。
　それを受けまして地区のスローガンを「情熱・行動・感動・
共有」としました。これを持って行動し、感動を共有しようという
ことで、感動というのは行動して得られた成果であり、それを一
緒に活動したみんなと共に共有しましょうということです。
　それからやらされ感からやりがい感へ。今年度につきましては
会員増強、昨年度とは違って今年は各クラブの会長さんに目標
値を挙げて頂きました。それを合計した全ての数が地区の目標と
いうことで設定させて頂きました。今年度の地区の目標は2,441
名、これを何とか私がクラブの御用聞きとなって皆さんのクラブを
サポートして行きたいと思います。従って、やらされ感ではなくて、
自分達がやるんだというのをクラブに持っていって頂きたい、そん
な1年にしたいと思います。
　ポリオ根絶については、ポリオが残る国があと2ケ国になりまし
た。但しこれがゼロになってから6年、その間一例もなかった時
に初めて根絶となります。それまでは毎年世界中の4億5千万
の子供達に毎年ワクチンを打ちます。それでお金が必要なんで
す。お一人30ドルです、ぜひ協力宜しくお願いします。
　会員増強では、女性会員を入れましょうと言うのではなく、画
一的ではなくクラブがイメージする望ましい会員構成、これをサ
ポートします。是非誤解のないように宜しくお願いします。
　次に2530地区クラブの規模の状況です。世界のRCを研究
した方が、38人を下回ると限界クラブと呼び、会を維持する事
が難しいということで、世界全体の60％もありますが、郡山RCさ
んは今から20年前からほぼ変わらない状況です。素晴らしい増
強と世代交代をされていると思います。
　ロータリー財団の寄付についてですが、郡山RC会員1人当
たり年間10ドルで、地区63番目です。是非頑張って頂きたいと
思います。
　あとはラーニングセンターの活動がございますので、これもクラ
ブ協議会でお示しさせて頂きました。是非それに取り組んで頂け
ればと思います。それでは1年間お世話になります。どうぞ宜しく
お願いします。

第2530地区佐藤正道ガバナー訪問例会 いう状況も続いておりますけれど、今般会計理事を仰せつかりま
したので、皆様にご迷惑をかけないように精一杯務めて参りたい
と思っておりますので、引き続きご指導の程宜しくお願い申し上げ
ます。
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　皆さん、こんにちは。本日はガバナー公式訪
問で、4名の方をゲストにお迎えしております。佐
藤正道ガバナー、喜多方RCであります。同じく喜多方RCの鈴
木朝男地区副幹事、郡山RCより初瀬照夫中央分区ガバナー
補佐、同じく郡山RCより幕田宙晃中央分区幹事。4名様をお迎
えしまして、9時半より会長幹事会、10時半よりクラブ協議会を行
いました。大変貴重なご意見の交換、そして我々の意見・地区
からの意見の素晴らしい意見交換もできたと思っております。
　コロナは東京で3万人出ております。そして郡山も大変な数が
出ております。コロナの数というのは病院からの報告が保健所に
上がらないと数に上がってきません。3万人の数と言ってますけ
ど、実はその何倍、下手すると10何倍の人間がそうやって病院
に行けなくて待っている状態が続いているのかなと心配しました。
是非会員の皆様の知り合いが東京にいるという方は、事前にこう
いう状況だから早く手を打って準備するようにと念押しされればい
いかなと思っております。

会長挨拶 佐藤尚宏 会長

　郡山市長品川萬里様より「この度は郡山市
すこやか子育て基金へご寄付を頂き、誠にあり
がとうございました」と、前福島会長へお礼状が届いております。
先週土曜日、会津若松RC70周年に会長・石黒パストガバナー
と私と3人で行って参りまして、その御礼も来ております。今日ガ
バナー公式訪問ということで、最後に全員で記念写真を撮ります
ので、皆さんご協力の程宜しくお願いします。

幹事報告 橋本　勝 幹事

◎佐藤ガバナー、鈴木地区副幹事をお迎えして。
 佐藤尚宏君
◎第 4 回例会はガバナー公式訪問です。宜しくお願いします。
　また、佐藤ガバナー、鈴木副幹事、宜しくお願いします。
 橋本　勝君
◎佐藤ガバナー、鈴木副幹事、ようこそ郡山 RC へ。
 石黒秀司君
◎ガバナーをお迎えして。記念に財団へ 1,000 ドル寄付させて
頂きました。 初瀬照夫君

◎佐藤ガバナー、鈴木地区副幹事をお迎えして。
 幕田宙晃君
◎佐藤正道ガバナーとガバナー補佐の初瀬「大先生」をお迎
えして。 湯浅大郎君

◎佐藤正道ガバナー、就任おめでとう。体調に気を付けて頑張っ
て下さい。応援しています。 福内浩明君

◎正みっちゃん、ようこそ郡山クラブへ！ くれぐれもお体にご留意
下さい。また陣屋で息抜きしましょう。 関根　信君

◎ガバナー、副幹事、ようこそ郡山クラブへ。
 菅野秀士君、中原喜範君、太田　宏君
 神山英司君、大木勝浩君、高橋孝行君
 鈴木正晃君、丸山　弘君、佐藤　聡君

ニコニコＢＯＸ委員会報告
佐藤　聡 委員長

総員／ 98名　出席／ 55名　欠席／ 43名
出席率／ 56.12％　前回修正率／ 66.67％
他クラブ出席／ 5名

出席報告 有賀隆宏 委員長

役員・理事・委員長就任挨拶

　会員歴も浅くて、なかなか出席もままならないと

七海重貴 会計理事

納涼会　アサヒビール園次 回 第６回例会
令和4年8月18日㈭
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代表取締役 綾　 　哲　志

☎ 0248‒75‒4111　　0248‒75‒4110
〒963‒8005  郡山市清水台 2‒5‒3

有限会社 銀座美容室
代表取締役 池　田　達　哉

☎ 932‒1171　　932‒1194

佐藤正道 ガバナー
ゲスト卓話

　昨日、品川郡山市長のところに表
敬訪問をさせて頂きました。市長か
らは「第7波で感染者が増えてる状
況ではあるが、会合において感染は殆ど出ていないという事実
がある。ですからロータリーの皆さんは是非とも会合はやって頂く
べきだ」というお話を頂きました。私も地区の中で、コロナがい
かに感染者が増えようと、やることを前提に考えようというお話も
させて頂いております。
　女性初のRI会長になられたのはジェニファー・ジョーンズさん
です。彼女は今55歳で、39歳の時にガバナーになられました。
彼女は42歳の時に癌を患います。乳がんでした。進行も早くか
なり病状も重かったそうで、ベッドの中で寝込む日も多かったそう
です。後に彼女は「人生の中で最低の時期だった」という話を

されています。そんな彼女に国際協議会の主催から「ジェニ
ファーさんの病状はお聞きしております。もし体調がよろしければ
是非ともお出掛け下さい」と電話がかかって来たそうです。そ
れを聞いて彼女は、当時失意のどんでであったが、この一本の
電話で救われた。「こんな私でも、私を必要としてくれるロータリー
がある。このロータリーの為に私はそこへ行って講演をしよう」と
いうことで、頭にはウィッグを被り、フラフラしながらではあるが飛
行機で向かい、国際協議会でスピーチをしたそうです。その思
いがあって、今回RI会長のテーマで特に「ダイバーシティ・イク
イティ・インクルージョン」ということですが、これについてのイン
クルージョンというところに非常に彼女は重きを置いています。生
かされている、自分が必要とされている、そんな環境をこのクラ
ブの中にも作って頂きたいと強く言っています。
　DEIの前身というのは何もロータリーが始めたことではござい
ません。アマゾンなどのグローバル企業が取り組んだもので、グ
ローバル企業であればこそ世界中から優秀な人材を集める必要
があります。その為に人種が駄目だ、肌の色は、男女は、宗教、
思想、そういったものが違う、そんなことで制限していったら素晴
らしい人材が集まらないということで、多様性。そして入ってきた
方々を公平に扱うことによって、そこへ囲い込まれた皆さんが生
きがいを感じるということで、公平に扱う。そして優秀な方ですか
ら、ステップアップの為にそこの会社を土台にして更に上に行っ
てしまうということにならない為に、その人達を囲い込む必要があ
るわけです。ですからあなたはこの組織に必要ですよという帰属
意識を持ってもらう為に、このインクルージョンという考え方が取り
入れられたということでして、これを欧米企業ばかりでなく日本の
企業でもこの考えを取り入れられているようです。
　あと女性会員です。2023年6月30日までに女性会員の割合
を30％にするということをRI理事会が決定しました。ジェニファー
さんは50％にするべきだとも言っています。日本人はどちらかと言
うと平等というのが好きです。身長が違うどんな人に対しても同じ
だけの踏み台です、これが平等。でもそれぞれ個性があり、身
長の大きい方、小さい方もいます。公平というのは、踏み台の必
要がない人の分を小さい人へ、それで大きい人、中間の人、小
さい人が同じ目線になる。これが公平、平等の違いです。そして
本当はもっとこんな壁も取っ払って開放的な環境を作りましょう、
これが本当は望むべき姿です。
　私達がベストを尽くせるその世界に変化をもたらす姿を想像し
ましょうということで、「イマジン」というテーマが発表になりました。
意味は繋がるということと、そしてマークの意味は7つの重点分
野の点と、私達の行動する姿を表す棒です。色にもそれぞれ意
味があり、エンジはポリオ、グリーンは環境、ベースの白は平和
の意味で、この3つの色は女性解放運動の色でもあり、女性初
のRI会長に相応しいテーマかなと思います。次に国際ロータ
リーの年次目標ですが、これは優先事項1・2・3・4と殆ど変
わっておりません。ただ4番目の「適応力を高める」ということで、
バーチャルでの繋がりの活用支援ということで、コロナによって苦
しめられて来た中で得る事ができた、オンラインツールというもの

です。そういうバーチャルの繋がりを私達の武器にして行きましょ
う。これを活用しましょうということが、年次目標の中に組み込まれ
ました。
　それを受けまして地区のスローガンを「情熱・行動・感動・
共有」としました。これを持って行動し、感動を共有しようという
ことで、感動というのは行動して得られた成果であり、それを一
緒に活動したみんなと共に共有しましょうということです。
　それからやらされ感からやりがい感へ。今年度につきましては
会員増強、昨年度とは違って今年は各クラブの会長さんに目標
値を挙げて頂きました。それを合計した全ての数が地区の目標と
いうことで設定させて頂きました。今年度の地区の目標は2,441
名、これを何とか私がクラブの御用聞きとなって皆さんのクラブを
サポートして行きたいと思います。従って、やらされ感ではなくて、
自分達がやるんだというのをクラブに持っていって頂きたい、そん
な1年にしたいと思います。
　ポリオ根絶については、ポリオが残る国があと2ケ国になりまし
た。但しこれがゼロになってから6年、その間一例もなかった時
に初めて根絶となります。それまでは毎年世界中の4億5千万
の子供達に毎年ワクチンを打ちます。それでお金が必要なんで
す。お一人30ドルです、ぜひ協力宜しくお願いします。
　会員増強では、女性会員を入れましょうと言うのではなく、画
一的ではなくクラブがイメージする望ましい会員構成、これをサ
ポートします。是非誤解のないように宜しくお願いします。
　次に2530地区クラブの規模の状況です。世界のRCを研究
した方が、38人を下回ると限界クラブと呼び、会を維持する事
が難しいということで、世界全体の60％もありますが、郡山RCさ
んは今から20年前からほぼ変わらない状況です。素晴らしい増
強と世代交代をされていると思います。
　ロータリー財団の寄付についてですが、郡山RC会員1人当
たり年間10ドルで、地区63番目です。是非頑張って頂きたいと
思います。
　あとはラーニングセンターの活動がございますので、これもクラ
ブ協議会でお示しさせて頂きました。是非それに取り組んで頂け
ればと思います。それでは1年間お世話になります。どうぞ宜しく
お願いします。

第2530地区佐藤正道ガバナー訪問例会 いう状況も続いておりますけれど、今般会計理事を仰せつかりま
したので、皆様にご迷惑をかけないように精一杯務めて参りたい
と思っておりますので、引き続きご指導の程宜しくお願い申し上げ
ます。


